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平成３０年度 第１回尾張旭市介護保険運営協議会会議録  

 

１ 開催日時  

平成３０年６月２９日（金） 

開会 午後１時３０分  

閉会 午後２時５０分 

２ 開催場所  

市役所 ３階 ３０２・３０３会議室  

３ 出席委員  

上田智子、松尾功、山﨑雅弘、奥田百彦、土山典子、平野君惠、岩田善保、 

丹羽睦、長尾みどり、椿山岳史、栁原大介、大島卓郎、倉地薫（計１３名）  

４ 欠席委員  

玉置基、須嵜素夫（計２名） 

５ 傍聴者数  

なし  

６ 出席した事務局職員  

健康福祉部長 森喜久子、長寿課長 山田祐司、長寿課長補佐兼長寿政策係長 

山下由香、長寿支援係長 川原尚子、介護保険係長 齊塲聡子、主査 丸田純史、

地域包括支援センター所長 木上恒夫、社会福祉協議会生活支援コーディネー

ター 星原淳一 

７ 議題 

 ⑴ 会長及び副会長の選出について（資料１） 

⑵ 第７期高齢者保健福祉計画について（資料２） 

⑶ 介護予防支援委託業務に係る指定居宅介護支援事業者の新規承認について 

（資料３） 

⑷ 平成２９年度地域ケア会議報告について（資料４） 

⑸ 地域密着型サービス事業所の指定（更新）について（資料５） 

⑹ 居宅介護支援事業所の指定権限移譲について（資料６） 

８ 会議要旨 

＜ 開  会 ＞ 

事 務 局 

 

 

 

 

 

長寿課長の山田でございます。定刻となりましたので、始め

させていただきます。 

本日は、お忙しい中、平成３０年度第１回尾張旭市介護保険

運営協議会にお集まりいただき、ありがとうございます。本日は、

玉置委員と須嵜委員から、都合により欠席と伺っておりますが、
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健康福祉部長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

１３名の委員の御出席をいただいており、尾張旭市介護保険運営

協議会規則第５条第２項の規定にあります定足数に達しており

ますことを、報告させていただきます。 

本日は、第１回目の会議でございますので、会長・副会長が

決まるまで、事務局で議事の進行を行ってまいります。 

なお、この協議会は、尾張旭市附属機関等の基本的取扱いに

関する要綱第６条の規定に基づき、原則として公開により開催さ

れます。 

それでは、開会に当たりまして、健康福祉部長から挨拶を申

し上げます。 

 

本日はお忙しいところ御出席をいただきまして、ありがとう

ございます。皆様方におかれましては、日頃から本市の高齢者福

祉の施策につきまして御理解と御尽力を賜り、心から感謝を申し

上げます。今回から委員１５名のうち５名の方が新任の方とな

り、後ほど、会長と副会長を選出していただくこととなりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、委員の皆さんから多くの意見を賜り、平成３０年３月

に策定しました「第７期高齢者保健福祉計画」が、今年度から平

成３２年度までを計画期間としてスタートしております。今後

は、本計画に基づき、尾張旭市の介護行政、高齢者福祉の進展を

進めてまいりますので、医療・保健・福祉等の専門的な観点から、

また、市民の代表者としての観点から、御審議、お力添えを賜り

ますようお願いいたします。 

 

それでは、第１回目ということで、委員の皆様の御紹介をさ

せていただきたいと思います。 

お手元の名簿の順番に、所属団体とお名前を読み上げさせて

いただきます。 

 

＊＊ 名簿順に委員を紹介 ＊＊ 

 

以上の皆様に委員をお願いしております。全員で１５名の構
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成員となっています。 

なお、委員の皆様は、尾張旭市介護保険条例第３条の２第２

項の規定に基づき選任させていただいております。 

続きまして、事務局職員について紹介させていただきます。 

 

健康福祉部長の森喜久子です。 

長寿課長の山田祐司です。 

長寿課 長寿課長補佐兼長寿政策係長の山下由香です。 

長寿課 長寿支援係長の川原尚子です。 

長寿課 介護保険係長の齊塲聡子です。 

長寿課 長寿政策係主査の丸田純史です。 

以上になります。そのほか、 

地域包括支援センター所長の木上恒夫です。 

社会福祉協議会 生活支援コーディネーターの星原淳一で

す。よろしくお願いいたします。 

 

それでは、議事に入る前に、本日の資料の確認をさせていた

だきます。 

 

＊＊ 資料の確認 ＊＊ 

 

続きまして、次第３「介護保険運営協議会について」事務局

から説明させていただきます。 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

それでは、議事に入ります。 

本日は、議題が６件あります。 

まず最初に、議題⑴「会長及び副会長の選出について」でご

ざいます。 

お手元の資料１、４ページの尾張旭市介護保険運営協議会規

則（抜粋）を御覧ください。第４条に「協議会に会長及び副会長

各１人を置き、委員の互選により定める。」とあります。 
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岩 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

松 尾 副 会 長 

 

 

 

 

会長及び副会長を選任する必要がありますが、どなたか、こ

の件で御発言はありませんか。 

 

会長の選出について提案させていただきます。平成２９年度

から会長として第７期高齢者保健福祉計画の策定に尽力され、高

齢者問題や介護について幅広い知識を有しておられる上田智子

委員にお願いできたらと思いますがいかがでしょうか。 

また、副会長には、同じく平成２９年度から副会長として御

尽力され、瀬戸旭医師会の理事であり、長年に渡り市内の松尾医

院の院長をされている松尾功委員にお願いしてはと思います。 

  

 ただいま、会長に上田智子委員、副会長に松尾功委員の推薦が

ございましたが、皆さんいかがでしょうか。 

 

＊＊ 「異議なし」の声 ＊＊ 

 

「異議なし」のお声がありました。それでは、賛成多数とい

うことで、会長に上田委員、副会長に松尾委員を決定させていた

だきます。 

 

＊＊ 会長挨拶 ＊＊ 

今回から新しい委員の方々が入られました。この協議会が市

民の皆様にとってより良いものとなるよう、新しい目で見ていた

だき、ぜひどんな小さな疑問でも御発言いただきたいと思いま

す。また、専門家の方々につきましては、日々変わる情勢につき

ましても勘案いただきながら、今後とも御協力のほどよろしくお

願いいたします。 

 

＊＊ 副会長挨拶 ＊＊ 

介護保険制度が始まってからもう２０年近く経ち、制度とし

ても充実してきたのではないかとは思っていますが、介護保険に

関心が薄い医師もまだまだ多いと思います。３年間副会長を務め

させていただきますので、皆様よろしくお願いいたします。 
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事 務 局 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

事 務 局 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

ありがとうございました。 

それでは、以降の議事の進行については、会長にお願いした

いと思います。 

 

早速ですが、本日の議事の順番で進めさせていただきます。

それでは、議題⑵「第７期高齢者保健福祉計画について」事務局

から説明をお願いします。 

  

＊＊ 説明 ＊＊ 

  

ただいまの説明について、御意見、御質問はございませんか。 

 全ての施策が現在進行形という部分はございますし、まだまだ

充分でない施策もあれば、かなり進んでいる施策もあるかと思い

ます。 

 また会議の中で疑問、質問等があればしてください。 

御意見、御質問もないようですので、次の議題に移りたいと思

います。 

  

それでは、議題⑶「介護予防支援委託業務に係る指定居宅介

護支援事業者の新規承認について」説明をお願いします。 

  

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

 

ただいまの説明について、御意見、御質問はございませんか。 

  

御意見、御質問もないようですので、次の議題に移りたいと思

います。 

  

それでは、議題⑷「平成２９年度地域ケア会議報告について」

説明をお願いします。 
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地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

上 田 会 長 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

事 務 局 

 

上 田 会 長 

 

大 島 委 員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

＊＊ 説明 ＊＊ 

  

  

ただいまの説明について、御意見、御質問はございませんか。 

  

昨年、地域ケア会議に出席し感じたことは、活発な意見が出て

いましたが、いかに具体的な施策にしていくかという所で少し課

題があったように思います。先ほどの説明どおり、３部会に分け

て作業部会ということで、具体的に何をどうしていくかを調整し

ています。時間はかかると思いますが、「あさひ生活応援サービ

ス」も開始したということで、今後はいい案が出てくるのではな

いかと思っています。 

何か御意見があれば、地域ケア会議に出られなくても、地域包

括支援センターの方に御意見いただければよいと思います。生活

に密着する部分が大きいので、委員の皆様からの御意見を反映す

るということが重要ではないかと思います。 

御意見、御質問もないようですので、次の議題に移りたいと思

います。 

  

それでは、議題⑸「地域密着型サービス事業所の指定（更新）

について」事務局から説明をお願いします。 

  

＊＊ 説明 ＊＊ 

 

ただいまの説明について、御意見、御質問はございませんか。 

  

 「認知症対応型共同生活介護」と「小規模多機能型居宅介護」

とは、具体的にどんなサービスですか。また、資料５の備考欄に

指導実績が平成３０年度とありますが、既に実施されたのです

か。どんな指導をされるのかをお尋ねします。  

 

 「認知症対応型共同生活介護」は、認知症の方を対象に、比較

的小さな施設で一緒に暮らしながら、一例を挙げると洗濯物をた
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上 田 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

事 務 局 

 

上 田 会 長 

たんだりというようなやれることは自分でやり、身体介護などで

きない事は介護の手を借り、地域や利用者間のふれあいを重視し

た形態です。 

 「小規模多機能型居宅介護」は、特に自宅から通うのを中心と

して、利用者の希望や状態に合わせて、自宅又は施設のお泊りを

通じて日常生活が営めるようにする形態です。 

 次に実地指導ですが、今年度は６月２６日に実施済みです。指

導内容は、人員等の運営基準に抵触していないか、実際に運営基

準に沿った事業所の運営がなされているか等を確認しています。 

 

少し補足説明させていただきますと、「認知症対応型共同生活

介護」は、認知症の方が自宅に近いような環境の中で、少人数で、

自分でやれることは極力自分でやっていただき、例えば食事を職

員と一緒に作って、配膳も自分でやってというような形で暮らし

ていくものです。地域密着型の施設であるため、もともとその地

域で暮らしていた方が入所しており、かつて行っていた公園やス

ーパーなどが近くにあれば行くこともできます。 

また、「小規模多機能型居宅介護」は基本的には「通い」のサ

ービスですが、家族が法事等で自宅での介護ができない場合に、

普段から通っていて職員の方にもなじんでいる環境にお預けす

るというような一時預かりであったり、また、いつもは通いで入

浴や食事をしていますが、本人の体調が悪くなって通うのが難し

い場合に、自宅へ訪問した介護職員から介護を受けるなど、家族

の事情や本人の体調に応じて柔軟に対応できる形態です。基本的

には、在宅生活を支えることをコンセプトに創設されたサービス

です。 

  

それでは、議題⑹「居宅介護支援事業所の指定権限移譲につい

て」事務局から説明をお願いします。 

  

＊＊ 説明 ＊＊ 

  

特に利用者さんに対しての負担はないとのことであり、問題な
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上 田 会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

上 田 会 長 

 

丹 羽 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

 

 

 

いと思いますが、ただいまの説明について、御意見、御質問はご

ざいませんか。 

  

御意見、御質問もないようですので、本日の議題は終了とさせ

ていただきます。ほかに何か御意見、御質問はございませんか。 

  

それでは、事務局から今後の日程を含めた連絡事項等をお願い

します。 

  

＊＊ 説明 ＊＊ 

・第２回予定 平成３０年１１月～１２月頃 

・議題は地域包括支援センターの平成２９年度実績報告 

  

何か御質問はございませんか。 

  

頸椎を損傷して介護施設で生活している友人がいます。施設の

入所者の大半は認知症の方であり、本人は認知症ではないのに認

知症の方のような扱いをされたと聞きました。認知症の方に対す

るサポートは全般に広がってきたので、どのようにしていったら

いいかという話し合いも進んでいると思いますが、身体の障がい

により介護サービスが必要な方については、なかなか議論がされ

ていないのではないかと感じました。 

 「あさひ生活応援サービス」の担い手も女性が多く、電動車椅

子を持ち上げられる男性の担い手がなかなか見つかりません。 

また、シルバー人材センターも高齢者ばかりであり、若い担い手

がほしいという要望にサービスが追い付いていないと思います。 

  

 障がい者の方でも、高齢者ですと制度的には介護保険が優先に

なります。数の上で高齢者の方が圧倒的に多いので、サービスが

高齢者中心で回っているのも事実だと思います。障がい者を対象

としたグループホームもありますので、地域包括支援センターに

相談していただければと思います。 
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地域包括支援センター 

木 上 所 長 

 

 

 

上 田 会 長 

 

 

丹 羽 委 員 

 

 

上 田 会 長 

 

 入所している方ですと、ケアマネジャーが関わっているはずで

すので、ケアマネジャーを通してという形になります。６５歳以

上の方の御相談は、地域包括支援センターでお受けしますと広報

もしています。 

  

 地域包括支援センターは訪問もしていますし、家族以外の方か

らでも御相談いたたければと思います。 

  

 先ほど申し上げたような様々なケースが存在することを、市や

社会福祉協議会が把握しておいていただければと思います。 

  

 高齢者保健福祉計画の中でネットワークの構築という話もあ

りましたが、市役所に高齢者向けの組織や窓口がありますので、

気軽に相談していただいていいのではないかと思います。今後も

市民目線での御意見をいただければと思います。 

  

質問等ないようですので、これをもちまして、平成３０年度

第１回尾張旭市介護保険運営協議会を終了させていただきます。

本日は長時間に渡り御審議いただきまして、ありがとうございま

した。 

 


